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本研究は、ナスの育苗中に天敵資材スワルスキーカブリダニ
をバンカーシート®を利用して放飼し、ミナミキイロアザミウ
マとチャノホコリダニを効果的に防除することを目的とする。

本研究で得られた成果により、育苗中においても化学農薬に頼らずに、ミ
ナミキイロアザミウマとチャノホコリダニの効果的な防除が可能となります。

問合せ先 徳島県立農林水産総合技術支援センター
資源環境研究課 病害虫・鳥獣担当
電話 088-674-1954

ナスの施設栽培では、ミナミキイロアザミウマとチャノホコ
リダニが育苗中から発生する。しかし、育苗中は過度な化学農
薬の使用が困難であるため、新たな害虫防除システムが求めら
れている。

天敵保護装置「バンカーシート®」を利用した害虫
防除技術の開発
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Ⅰ：苗におけるスワルスキー
カブリダニの定着程度

Ⅱ：苗におけるミナミキイロア
ザミウマの発生程度

Ⅲ：定植7日後のミナミキイロ
アザミウマの発生程度

・天敵維持装置「バンカーシート®」を使って、苗にスワルスキー
カブリダニを放飼し（図１、４）、定着させる（図２：Ⅰ）。
・その結果、化学農薬の使用を最小限に控えても、ミナミキイロ
アザミウマの発生を抑えた苗（図２：Ⅱ）が生産でき、本圃に定
植後も初期発生を抑えられる（図２：Ⅲ）。
・また、チャノホコリダニに対しても定植後設置よりも高い効果が
ある（図３）。

図２ バンカーシート®利用によるスワルスキーカブリダニの定着とミナミキイロアザミウマの発生程度

注１）「BS」は、バンカーシート内に吸水性ポリマーを投入し、9日後にパック剤を装着。その後苗に設置。
注２）「BS」と「パック」は、9月3日に1資材／12株を設置、「ボトル」は同量を葉上に放飼。

図１ 苗に設置した
バンカーシート®
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図３ バンカーシート®の育苗中設置によるチャノホコリダニ被害

の抑制効果

図４ 育苗用施設内での設置の様子


